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4AEON Financial Service Co., Ltd.

会社概要

設立 1981年6月20日

連結営業収益 ５,３３２億円（202５年２月期）

連結営業利益 ６１４億円（202５年２月期）

総資産/純資産 ７兆7,５６４億円/ ５,8５７億円（202５年２月期）

時価総額 / 株価 ３,３８２億円/ 1,566円（202５年11月末）

配当/ 配当利回り 1株５３円/ 3.4%（202５年11月末）

連結従業員数 15,５４７人（202５年２月末）イオングループの8つの事業のうち

『総合金融事業』 を担う
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大切にしている考え方・存在意義
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イオンフィナンシャルサービスのマテリアリティ

Our
Purpose

The Goal for 
2030

ありたい姿
「金融をもっと近くに」する 地域密着のグローバル企業

持続可能な社会の実現を通じた「平和」への貢献

革新的な金融サービスを
通じた幸せの追求

人材の多様性と
可能性の発揮

レジリエントな
経営基盤の確立

気候変動等への対応

マテリアリティ・主要指標の詳細はこちら ➢ イオンフィナンシャルサービス(株)コーポレートサイト

人 権

• Our Purpose、「2030年のありたい姿」の実現に向けたマテリアリティ主要指標を設定

• 事業活動と連動させた各取り組みの深化を図っていく

https://www.aeonfinancial.co.jp/activity/materiality/


7AEON Financial Service Co., Ltd.

『金融をもっと近くに。』 を目指して

小売発の金融グループとして
「生活者視点」を活かしたサービスの提供

お客さまの声からうまれた
３６５日お買い物ついでに立ち寄れる銀行など

便利で身近な金融サービスの提供

金融包摂の社会課題解決を通じた
グローバルでの事業成長

現地金融機関で銀行口座を持てない方など
金融サービスを受けにくい方々へのサービス提供

を通じ、ノンバンク市場を開拓
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         日銀マイナス金利導入     香港デモ   新型コロナウイルス感染拡大

             消費増税(5%→8%)                                              消費増税(8%→10%)                           “金利ある世界”への転換

連結業績推移（201４年度～202４年度）
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外部環境

※22年度より収益認識基準適用

（年度）

ROE 11.2 12.7 12.4 10.8 10.5 8.8 4.5 7.3 7.1 4.7 3.9

PBR 2.20 1.81 1.31 1.43 1.28 0.86 0.73 0.60 0.64 0.62 0.57

営業利益 （右軸）

営業収益 （左軸）

親会社株主に帰属する
当期純利益 （右軸）
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イオンフィナンシャルサービスの成長の軌跡

１９８０年代

クレジットカード事業
を開始

► 会社設立
► バブル経済と消費の拡大
► クレジットカードの普及

１９9０年代

海外展開を加速

► 海外子会社を設立
► 国内マーケットの縮小
► アジア通貨危機

200０年代

国内の総合金融化

► 銀行事業、保険事業開始
► 貸金業法改正
► リーマンショック

202０年代

第二の創業

► フィンテックの台頭
► 生活様式の変容

１９８０年代
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グループ従業員数： 約 ６２ 万人

店舗数： 約 18,000 店舗

グローバル展開： 1４ ヵ国

全国に広がるタッチポイント国内トップクラスの小売グループ

グループ連結営業収益は 約 1０ 兆円

全国に広がるイオングループのタッチポイント

連結有効ID数は ５,５７２ 万人

連結ショッピング取扱高： 約 ８ 兆円

拠点数： ４２１ 箇所

グローバル展開： 1１ ヵ国
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[国内] いつでも、どこでも、便利に利用できる金融サービスの実現

クレジットカード コード決済

デビットカード 電子マネー

多種多様な決済サービスの提供業界初の革新的な金融サービス

年会費無料の
ゴールドカードを発行

食品売場での
サインレス決済導入

1991年

２００３年
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• カード会員は年会費無料に加え、イオングループでのポイント優遇や割引特典をフックに拡大

• 拡大する商品・サービスに合わせ、国内有効IDは3,600万人超

[国内] カード有効会員数、有効ID数の推移

国内カード有効会員数
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• 自社決済取扱高は年間10兆円弱の規模 電子マネー取扱高は業界1位

[国内] 決済取扱高の推移と国内市場シェア

0.0

2.5

5.0

7.5

10.0 電子マネー取扱高

カードショッピング取扱高

2024

自社決済取扱高

2021 2022 2023

（兆円） 自社決済取扱高

9.5兆円

2020

カードショッピング

7.5兆円

電子マネー

2兆円

カードショッピング取扱高

業界 第６位

電子マネー取扱高

業界 第１位
※日本銀行決済機構局のデータより

※ 「クレジット市場の実態と展望 2024年版」（矢野経済研究所）より
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• キャッシング債権残高は国内市場でシェア１位 ショッピングリボ・分割債権残高も上位

6,410 
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3,459 
3,268 3,107 
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[国内] 営業債権残高の競合対比

※ 「クレジット市場の実態と展望 2024年版」（矢野経済研究所）より
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業界 第１位
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イオンフィナンシャルサービスの成長の軌跡

１９８０年代

クレジットカード事業
を開始

► 会社設立
► バブル経済と消費の拡大
► クレジットカードの普及

１９9０年代

海外展開を加速

► 海外子会社を設立
► 国内マーケットの縮小
► アジア通貨危機

200０年代

国内の総合金融化

► 銀行事業、保険事業開始
► 貸金業法改正
► リーマンショック

202０年代

第二の創業

► フィンテックの台頭
► 生活様式の変容

１９９０年代
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[海外] 展開の歴史

• 1987年の香港支店開設を皮切りに、日本で培ったノウハウを活かし、アジア各国に事業展開

※展開事業は2025年10月時点
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[海外] 事業展開

       個品割賦（家電・バイクなどの分割払い）

         個人向け無担保ローン

         クレジットカード

オートローン

銀行・保険・投資商品など
銀行口座を持てない方々にもサービスを提供することで

各国の金融包摂に貢献

• 家具や家電などの生活必需品、バイク等の個品割賦から展開し、現地で与信ノウハウを蓄積しながら
提供商品・サービスを拡大
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20222021 2023 20242020

（億円）

[海外] 中華圏 事業の特徴

0

90

180

270

360

３５５億円

(YoY １１６%)

営業収益の推移収益構成

カード
キャッシング

個人向け
無担保ローン

他
保険代理店

カード
ショッピング

イオンストアーズ香港との協業
中国本土の利用ニーズに応えた

コード決済対応

中国

展開国 :

＊ 現地上場 香港＊

• １９８７年に海外初の拠点として香港進出 金融の大衆化とともに成長

• イオングループの小売店との協業に加え、日系ブランドの強みを活かしたサービスを展開
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（億円）

[海外] メコン圏 事業の特徴
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９５7億円

(YoY １０7%)

20222021 2023 20242020

カード
キャッシング

カード
ショッピング

他保険代理店

個品割賦
（分割払い）

個人向け
無担保ローン

現地航空会社との提携カード アプリで申込～送金まで完結する
無担保ローンの提供

カンボジア

展開国 :

＊ 現地上場 タイ＊ ベトナム ミャンマー ラオス

• 中核のタイでは、クレジットカードのパイオニアとして現地企業との提携などを通じ成長

• 現地ノンバンクにおいて、クレジットカード事業、個人向けローン事業でシェアを有する

営業収益の推移収益構成
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（億円）

[海外] マレー圏 事業の特徴

20222021 2023 20242020
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カード
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他保険代理
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（分割払い）

個人向け
無担保ローン

加盟店と協働した
電動バイクのローン商品の提供

無担保ローンの会員制度

展開国 :

＊ 現地上場 マレーシア＊フィリピン インドネシア インド

• 中核マレーシアでは現地ノンバンク最大手 バイクローンはシェアNo.１（新車登録台数の3割弱）

• 申込フローの完全オンライン対応により、支店から離れたお客さまも利用可能に

営業収益の推移収益構成
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個人向け
無担保ローン

３３％

カード
キャッシング
１４％

• 国際事業の営業債権残高は過去10年間で2倍に増加し、２０2４年度には1兆円を突破

• マクロ環境の変化に対応した、バランスの良い残高ポートフォリオを構築

[海外] 営業債権残高の推移
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• 国際事業の営業債権残高の拡大に伴い、営業収益・利益も拡大

• 連結に占める営業利益構成比は６割超となり、今後も利益成長ドライバーとして位置づけ

営業利益

[海外] 営業収益・利益構成比

営業収益/利益構成比

国際

42％
国内

58％

2014年度

国内

37％
国際

63％

営業収益

国際

30％ 国内

70％

20２4年度

国内

６５％

国際

3５％

2014年度 20２4年度

※２０１４年度は銀行持株会社のため経常利益
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イオンフィナンシャルサービスの成長の軌跡

１９８０年代

クレジットカード事業
を開始

► 会社設立
► バブル経済と消費の拡大
► クレジットカードの普及

１９9０年代

海外展開を加速

► 海外子会社を設立
► 国内マーケットの縮小
► アジア通貨危機

200０年代

国内の総合金融化

► 銀行事業、保険事業開始
► 貸金業法改正
► リーマンショック

202０年代

第二の創業

► フィンテックの台頭
► 生活様式の変容

２０００年代
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[国内] ライフステージに応じた総合金融サービスの提供

保険ショップのイオン銀行への集約

・２４年１２月より、全国のイオン店舗に出店していた

「イオンのほけん相談」をイオン銀行に集約

・ ワンストップで商品・サービスの提案が可能に

銀行
保険

決済

ライフステージに応じた金融サービス

• お客さまのライフステージに沿った金融サービスをトータルで提案

• ショッピングセンター内拠点を集約し、よりお客さまにわかりやすいタッチポイントを構築
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• 他のノンバンクと異なり、銀行の低利な調達機能を活かし、高い利回りで運用

• お客さまにはお取引に応じて普通預金でも高い金利を提供

＜預金金利＞年０.２０%  ～ 年０.２５%

振込手数料や他行ATM利用手数料の無料回数も変化

[国内] 銀行を保有する当社独自の優位性

イオン銀行のバランスシート

総資産 6.0兆円

【純資産】

AFS連結のバランスシート

総資産 ６.7兆円

リボ・分割債権

利回り1１%

【資産】 【負債】

キャッシング債権

利回り１４%

住宅ローン債権

利回り1%

銀行預金

5.2兆円

※各２４年度末時点

お客さまのお取引内容に応じたステージ制

クレジットカード WAON ローン契約インターネット
バンキング登録

・・・etc

比較的利回りが低く、貸出期間の
長い住宅ローン債権については

流動化を適宜実施

高利回りな債権については

重点実施事項として獲得を強化
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イオンフィナンシャルサービスの成長の軌跡

１９８０年代

クレジットカード事業
を開始

► 会社設立
► バブル経済と消費の拡大
► クレジットカードの普及

１９9０年代

海外展開を加速

► 海外子会社を設立
► 国内マーケットの縮小
► アジア通貨危機

200０年代

国内の総合金融化

► 銀行事業、保険事業開始
► 貸金業法改正
► リーマンショック

202０年代

第二の創業

► フィンテックの台頭
► 生活様式の変容

２０２０年代



28AEON Financial Service Co., Ltd.

１ 会社概要

２ 事業紹介

3 成長に向けた戦略

4 株主還元

目次



29AEON Financial Service Co., Ltd.

中期経営計画 「第二の創業：バリューチェーンの革新とネットワークの創造」 の位置づけ

第二の創業

バリューチェーンの革新とネットワークの創造

✓ カード会員の拡大

✓ 国内事業の総合金融化

（銀行業・保険業の開始）

✓ 海外展開国の拡大

✓ アジアを中心とした海外展開国で

各地域に根差した金融サービス提供

✓ お客さまの「不」を解決・解消する

一人ひとりのくらしを支える企業へ✓ 事業環境の変化に応じたポートフォリオの見直し

✓ デジタル技術を活用した新たなビジネスモデル構築

✓ イオン生活圏の創造に向けたインフラ強化

✓ 金融政策変更に伴う銀行の活用強化

The Goal for 
2030

ありたい姿

「金
融
を
も
っ
と
近
く
に
」す
る

地
域
密
着
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

2026年度～

成長フェーズ
２０２１～202５年度

変革フェーズ
～2020年度

拡大フェーズ
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[事業ポートフォリオの見直し] これまでの取り組み

• さらなる成長に向け、国内外における事業ポートフォリオの見直しを加速

• 【マレーシア】小売と一体での共通ID・AI活用によるデータマーケティング会社を新規設立

2026年度～

成長フェーズ

２０２１～202５年度

変革フェーズ
～2020年度

拡大フェーズ

新規
投資

さらなる成長への
新規ビジネス、
展開エリア強化

集約
効率的な事業運営に
向けた全体最適化

ｱｳﾄｿｰｽ
譲渡等

外部リソースの活用、
事業譲渡等による
リソース最適化

23年6月

経営統合
(当社・ACS）

FPM取得

24年1月

マネックス証券
と協業

2月

協栄ｴｲｱﾝﾄﾞｱｲ
取得

５月

【マレーシア】

ABK(M)開業

24年度2Q

【ミャンマー】

休眠化決定

【フィリピン】
ﾌｧｲﾅﾝｽ撤退決定

２５年２月

WAON事業
集約

【ベトナム】

PTF取得

コア/成長
領域へ
リソース
再配分

※オリコ：株式会社オリエントコーポレーション、明治安田：明治安田生命相互会社
 ABK（M)：AEON BANK(マレーシア）、PTF：Post and Telecommunication Finance、ACS：イオンクレジットサービス株式会社、FPM：フェリカポケットマーケティング株式会社、
 APF：イオンプロダクトファイナンス株式会社（現･株式会社オリコプロダクトファイナンス）、AALI：イオン・アリアンツ生命保険株式会社、ACSL：ACSリース株式会社

※株式会社協栄エイアンドアイは、2025年２月１日にイオン保険サービス株式会社を存続会社とする吸収合併を実施

オリコと協業
・APF譲渡

３月 26年２月

ACSLを
当社へ統合

９月

【マレーシア】

AEON360設立

７月

明治安田と協業

・AALI譲渡

フィンテック企業
AND Global出資
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イオン生活圏の拡大

• 展開各国にて、地域に根差した金融サービスの提供を通じ、地域・加盟店・提携先をつなぐインフラへ

• 日本およびアジア各国で連携し、ボーダレスな顧客体験を生むイオン生活圏を構築

お客さま

加盟店

地公体 地域事業者

地域密着型の
ネットワーク拡大

いつでも・どこでも
使える決済・金融サービス

アジアをつなぐ
決済ネットワーク

展開各国で連携し
国を越えた

シームレスな顧客体験

イオングループ
各社
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デジタルウォレット（スマホ）を起点としたタッチポイント構築

• 身近な接点であるデジタルウォレット（スマホアプリ）を起点とし、顧客基盤の拡充、シームレスな
利用環境の構築による各金融サービスへのクロスセルを進める

イオングループの
スケールを活かした
事業機会の拡大

✓ グループ内シェアの拡大

✓ 新規出店、新規サービス等
新たなシナジーの発揮

✓ 共通IDによる小売や各種
サービスとのクロスセル

資産形成

小売 サービス

専門店

ヘルス＆
ウエルネス

IT・物流

ディベロッパー

シームレスな
環境を構築

クロスセル推進

決済 預金

個品割賦・
ローン

保険スマホを起点とした
顧客基盤の拡大

デジタル
ウォレット
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デジタルウォレット（スマホ）起点の顧客体験の創造

• AEON Payは将来的に金融ニーズの高まる、30代以下の会員構成比が高い

• スマホを起点に、決済から各種ローンや保険等の金融商品・サービスへの顧客体験を構築する

年代別構成比 (25年2月末時点）

60代
以上

50代

40代

30代

20代以下
15.9％

25.5％

イオンカード AEON Pay

スマホを起点とした顧客体験と収益基盤の強化

顧客基盤 決済シェア 普通預金 ストック収益

アプリDL 決済利用 返済手段の 資金ニーズ

簡便な手続き
年齢等の制限無し

キャッシュレスによる
快適な決済体験

銀行口座/カード紐づけ
による負担低減

家計標準化につながる
融資、返済方法の選択肢増

若年層・ファミリー層の
規模拡大

加盟店拡大/機能改善
による利用促進

日常利用による
粘着性の高い

普通預金での調達増

リボ・分割、各融資残高
拡大による収益基盤拡大

多様化
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顧客基盤の拡充 ＜AEON PayとWAONの融合＞

• コード(AEON Pay）・タッチ（WAON）の2種の決済手段を融合した“新AEON Pay”が始動

• 電子マネーからコード決済への移行を通じた基盤拡充と、加盟店網の充実による日常利用の浸透を図る

3,600万人1,200万人
AEON Pay会員 WAON会員

タッチ決済コード決済 25年6月26日～

ワンタッチで残高移行が可能に

９４８万人
AEON Pay会員

3,600万人
WAON会員

約430万箇所で利用可能
※会員数は2025年8月末時点
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新規ビジネス・新たなエリアでの事業展開

• マレーシア・デジタルバンク事業、ベトナム・ファイナンス事業の拡大に向け体制を強化

• 新たな収益の柱としての成長を促す

ベトナム (個人向けローン等のファイナンス事業)

マレーシア （新規事業の開始）

カンボジア (クレジットカード等の決済事業)

イオングループ最注力国における
M&Aを通じた事業拡大

中央銀行発行のデジタル通貨
「バコン」と連携した決済の拡大

デジタルバンク開業や、小売りとの合弁会
社設立によるクロスセル拡大
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FY２０３０FY２０２５
（2025年５月時点）

FY202０

［国際/ベトナム］ イオングループの展開加速

• イオングループはベトナムを海外戦略の最重点国と位置づけ

• 成長著しい市場において、イオングループの事業・店舗網、顧客基盤の拡大は加速

グループ店舗数は

３倍以上に拡大予定

2008年 ACSTV自社割賦事業開始

８社展開社数 ・・・・・

2014年 イオンモール1号店開業
その後、小売・サービス積極進出 展開事業・グループ店舗網等の領域拡大

１０社

G

２９店舗店舗数※ ・・・・・ ４６店舗

※店舗数は、イオングループのGMS及びSM店舗数の計

６ モール大型モール ・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・ ７ モール
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［国際/ベトナム］ スマホ起点の決済ビジネス開始

• デジタル決済サービスを開始 誰もが利便性の高い決済機能を利用できる環境へ

• 10年後に顧客基盤を2,000万人（人口シェア約20％）、決済会員は業界トップシェアを目指す

2025年 ２０２９年
（5年目）

２０34年
（10年目）

ID数１,000万人

デジタル発行による、申込～利用の即時化

グループ来店客・ポイント会員へのクロスセル

ポイント会員データを活用した与信向上

決済ビジネス開始
決済会員300万人

３００万人

2,000万人超ID数

決済会員６０万人

市場シェアNo.1
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[海外] デジタルバンク開業（マレーシア）

• マレーシア初となる、イスラム金融方式のデジタルバンクを開業

• イオン生活圏におけるデジタルサービスの中心として拡大を図る

銀行預金 デビットカード

コード決済 ポイントカード

2024年５月26日 AEON BANK(M)開業

イオングループ
各社

イオン
生活圏
拡大

サプライヤー

ビジネス
パートナー

加盟店

お客さま
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[国際］ デジタル活用による新規事業の強化

• ９月１７日、イオンマレーシアとの合弁会社を設立 クロスセルとマーケティングを通じた外部収益を拡大

• 小売業における顧客基盤と金融業の知見・データの融合を一層深化、より強固な生活圏を構築

５年間の想定効果

メンバー会員数：  ２８０ 万人

クレジットカード会員数： ２８ 万人

二輪個品割賦シェア： 23.4 %

※各数値は２４年度末時点

３５２８

イオングループ海外展開国で
最大級の店舗網

１１８
専門店

（スーパー・薬局等）

マレーシアにおける資本

モール GMS

２倍超

3,000店舗

顧客基盤

クレジットカード会員

５倍超口座数

提携先・加盟店基盤
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［国際］ AI、デジタル活用による与信・回収力の強化

• AIやデジタル技術活用による業務の自動化・高度化の取り組みが進捗

• 実証試験では与信精緻化および債権回収体制の生産性向上に効果 本格導入に向けた準備を進める

AI与信スコアリングの導入

AI活用
デジタル化による
与信・回収体制の

高度化

与信

審査
速度

債権
回収

タイにて、AI与信スコアリングを用いた
完全デジタル化の導入テストを実施

承認率 最大８％向上
AIトークボットによるアウトバンドコール

債権回収等での会員への架電業務（アウトバンド）に
AIトークボットの実証試験を実施（タイ、マレーシア）

タイでの実証試験の正答率

９５％

AIによる自然な音声応対で
入金案内やフォローアップ架電が可能

自動審査の導入

各国での取り組みの共有を図り
さらなる生産性の向上につなげる

マレーシアではスコアリング活用による自動審査推進
審査時間短縮・業務効率の改善が進む

自動審査率 53％（YoY＋14pt)

5分内承認率４２％（YoY＋14pt)
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目次

１ 会社概要

２ 事業紹介

3 成長に向けた戦略

4 株主還元
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配当方針

AEON Financial Service Co., Ltd. 42
（年度）

（円）

50円 53円 53円 53円 53円

35.7% 37.3%

54.7%

73.1%

54.5%

0%

25%

50%

75%

100%

0

20

40

60

80

'21 '22 '23 '24 '25

1株当たり配当金額

配当性向

予定

配当金額と配当性向の推移 直近1年間の株価推移

１１月末日終値 1,564円

配当利回り 3.4％

配当方針（配当性向３０～４０％程度 安定的かつ持続的な配当）に基づき、２５年度も年間５３円の配当を予定

（円）
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Our Purpose

本資料のうち、当社の将来的な経営戦略や営業方針、業績予測等にかかわるものは、いずれも現時点において

当社が把握している情報に基づいて想定、算出されたものであり、経済動向、業界での競争、市場需要、為替レート、

税制や諸制度等に関わるリスクをはじめとする様々な不確実要素を含んでおります。

従って、将来、実際に公表される業績等はこれらの種々の要素によって変動する可能性があります。
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